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(

r

5

0)

難

0

元
祿
時
代
の
財
政
舉
就r

班

觉
十一

號

停

の

儲

に

来

.
^
出

ャ

事

少

く

し

ズ

丄

に

別

も

れ

共

ま

货

ょ

リ

以

ホ

米

似 

,

甚
股
く
な
リ
ズ
は
命
傅
の
錄li

来
をS

ず
ニ
と
前
の1

依LL

過
ぐ
义
近 

來
大
小
の
路
侯
货
貧
®
し
て
•國
川
ぶ
ら
，ざ
る
放
に
給
人
の
祿
を
減
し 

威
は
；̂
亡
せ
る
駒
，̂
-
補̂
は
す
或
は
罪
ガ
き
-1

永
き
暇
か
賜
ふ
類
颇
る 

多
し
.
，、.
.所
購
は
元
藏
以
振
§̂?侈
の
脸
風
と
云
ひ
な
か
ら
余
偉
の
卷
多 

i

i

i

 

.
又

同

篇

次

節

に

.

今
の
世
ゆ
金
情
か
贵
ぶ
故
に
館
侯
の
國
に
も
蔣
本
の
赞
用
を
金
銀 

にV.

定
む
例
へ
'ぱ
.
.
.
.

(

中

略)

.

.

.
—

^
云

ふ

颠

ゥ

か

さ

是

な

リ

無

足

人 

傅LLV^

寄
ふ
の
み
-
;ら̂
す
说
機
に
部
事
の
贤
が
か
金
錫
にv^

想
む 

る
事
世
の
银
俗
に
ズ
大
な
る
誤
な
リ(

中
略)

若
此
妬
の
议
川
，
来
に
て 

つ
も
りv^

某
の
傅
米
若
千m

其
の
嫁
に
來
我
十
避
と
足
説
け
は
来
惯
の 

貴

.
^
、
ゆ

も

賤

さ

時

い

来

の

出

る

と

、> 
る

財

減

な

く

レ

'
?
^
是

出

オ

方

に
 

拱
論
な
し
然
る
ホ
は
银
依
の
躲
用一

法
しy

會
能
も
な
し
ゃ
す
し
。

以
上
は
泰
襄
か
.論
述
せ
る
所
ょ
.り
其
要
點VJ

思
惟
せ
ら 

る
y
所
の
一
部
を
抄
錫
せ
る
も
の
な
れ

v
>

も
、
其
論
述 

は
詳
細
に
渡
b

、
.
货
傲
を
以
て
經
費
を
辨
ず
る
弊
を
痛 

.論
し
て
條
蔬
な
き
も
の
な
り
。
熊
渾
蕃
山
が
大
學
或

I
T

 

集
義
和
書
に
於
て
米
遺(

即
米
穀
を
以
て
資
質
の
媒
介 

物V

し
す
る)

法

を

カ

說

せ

，る

も

亦

其

論

據

春

臺

.
の

現

物 

出
納
說
に
等
し
さ
が
か
し
。

恐

慌
 

>、」

利
'子

步

合

(

上)

城ill
次

郞

菅

.
目
下
各
歐
张
交
職
國l

i

云

，ふ

に

及

ば

す

、

他

の

ホ

立

. 

，國
に
至
る
：迄
戰
亂
の
影
響
を
蒙
り
、
國
民
經
濟
は
著
し
‘ 

き

：變

態

を

呈

し
0
 

>
あ
る
は
兹
に
職
♦
す
る
の
必
婴
を 

見
'ざ
る
所
な
る
が
、.
其
變
態
中
特
に
吾
人
の
注
意
に
，値 

ひ
す
：る
は
各
交
®

國
民
.の

注

遗

能

力

が

主

と

し

て

：水

器 

策
：齋
ロ
|

の
製
作
、
産
出
に
集
中
せ
ら
れ
た
る
のI

事
な 

る
可
し
。
此
軍
用
品
中
に
は
政
庇
の
自
絵
せ
.る
も
の
少 

か
ら
ざ
れ
.
^
^

」

も
、
其
大
部
分
に
®
し
て
は
民
間
生
ま
業 

者
の
供
給
を
仰
ぎ
つ
、
あ
る
を
以
て
"

此

®

の

産

業

は 

艘
服
を
極
め
其
.利
潤
ま
未
管
有
の
！
^
に
達
し
、
此
方
面 

に
於
け
る
事
業
の
新
設
又
は
擴
張
に
投
せ
ら
れ
た
る
資 

本
は
其
の
纖
何
な
る
を
知
る
に
苦
む
の
盛
況
を
.呈
せ
b
 

然
’シ
ノ
レ
雖
も
、
戰
爭
は
無
限
に
8

績
ず
る
.も
の
に
非
ざ

^
^
T
^
»
»
r
R
t
*
s
r
v
r
.

で

れ
ぱ
、
卑
晚
干
戈
の
收
め
ら
る
、
に
至
る
は
論
な
き
所 

な
.
る
が
、

一

朝
平
和
克
復
せ
ら
れ
て
、
軍
器
、
银
爾
品 

の
®

用
力
服
/に
激
满
レ
た
る
騰
に
は
其
生
産
者
は
一
大 

W

離
を
蒙
り
、
激
多
の
.孩
鹿
激
を
出
だ
し
、
其
餘
勢
は 

經
濟
界
全
體
に
波
及
す
る
結
果
ざ
し
て
、
普
通『

恐
®』 

V
J

し
て
タ
ら
る 
> 

狀
態
を
現
出
す
る
に
至
る
や
も
训-CV 

,
知
る
可
ら
ら
す
。
戰
後
に
於
て
は
を
國
、

/

し
も
此
所
謂
恐 

慌
の
纖
来
を
ぐ
る
な
ら
ん
も
、
其
の
稲
度
のf

機
な 

ら
ざ
る
可
き
は
勿
論
な
る
が
、
最
も
强
®

な
る
恐
憐
を 

期
待
す
可
き
國
ぱ
或
は
北
米
八
n

衆
國
な
ら
ん
か
。
我
®
: 

に
於
て
も
、
戰
ぜ
勃
發
以
來
、
製
織
、
近
船
、
霜
需
品 

の
®

造
ゾ
泥
述
、
製
藥
、
化
學
工
業
等
の
事
業
が
大
に- 

發
途
し
、
其
新
設
又
は
擴
服
に
投
發
ら
れ
た
る
資
木
額 

は
數
億
圓
に
上
れ
る
の
狀
態
な
る
を
以
て
、
平
和
の
恢 

极
は
我
經
濟
界
に一

大
動
搖
を
與
へ
す
ん
ぱ
止
ま
ざ
る 

可
し
。
殊
に
我
输
出
業
の
最
大
®

客
.た
る
米
國
が
不
®
 

氣
に
纖
は
る
、
が
加
さ
こ
と
あ
ら
ぱ
、
我
谈
業
界
は
北
ハ 

給
波
を
廣
り
て
、

一
大
恐
®
の
發
生
をI

I

致
せ
ざ
る
を

保
せ
ざ
る
な
.：̂
"
從
つ
て
我
爲
政
家
並
に
企
業
家
は
宜 

し
ぐ
我
産
業
と
歐
米
の
，經
濟
狀
態
と
の
刷
係
の
眞
相
を 

究
め
、*

て
襲
来
す
る
の
虞
あ
る
恐
®

の
.
®
毒

を

緩

和 

す
る
の
方
策
を
豫
じ
め
攻
究
し
て
之
に
備
ふ
る
こ
と
を 

怠
々
て
可
な
ら
ん
や
。
予
が
本
篇
に
於
て

m
m

ビ
.利
子 

ホ
合
ヒ
の
關
係
に
.

就
さ
てt

卑
見
を
開
陳
せ
ん
と
欲
す 

る
は
聊
か
此
問
題
に
»
し
て
世
人
の
注
意
を
喚
起
せ
ん 

W

す
る
微
意
に
外
な
ら
す
。
.
而
か
も
、
恐
怖
は
®

'

る
®

 

雜
な
る
現
象
に
し
，て
、
其
全
般
じ

.

百
！6
て
愚
見
を
叙
述 

す
る
は
本
稿
の
如
.31

;

一
少
短
の
範

W

內
に
於
て
は
不 

可
能
な
る
を
以
て
、
恐
®

と
金
利
ご
の
間
•に
存
す
る
密 

接
な
る
關
係
の
み
に
就
き
て

5
^

説
を
述
べ
んV」

欲
す
。

第

！

節

恐

赚2
0
は

何
ぞ
や 

我
國
に
於
て
普
通
恐K

V
J

稱

せ

ら

る

、
經

濟

界

の

I 

狀
態
は
獨
進
語
に
て
はK

r
i
s
e

又

は

K
r
i
s
i
s

佛
語
に 

て
は

C
i
i
s
e

 .

英
語
に
て
はC

r
i
s
i
s

又
は
'pa

n
i
c

 

V
J

棘
し 

ウ
へ
あ
る
が
、K

r
i
s
e

てKr
i
s
i
s、
crise, 

c
r
i
s
i
s

は
典
に
？
^
 

R

語

の

K
r
i
s
i
s

 

{
J
C
I
/
S
3

ょ
-
^出

で

た

る

も

の

な

-
^
。
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j
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^
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、
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-
?
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r
f
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^
-
n
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v
l
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»
v
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i
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J
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/
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ẑ
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h i

，ド

i r |ll

絶
十一

卷

(
r

五
ニ
！

)

-⑩

0

恐
慌
と
利
子
ホ
仓

此
原
語
&

意
味
は『

判
斷』

、『

批
評』

、『 n

論
/『

決
楚』 

等
な
"

し
が
、.
现
時
歐
洲
に
於
て
は
此
文
字
は
：『

不
安 

の
狀
態
.

』
の
意
義
に
用
ひ
ら
れ
、
經
濟
現
象
に
適
用
せ 

ら
れ
ね
る
場<

$
!

に
は
、
纖
多
め
事
業
の
失
敗
、
又
は
破 

産
を
酸
成
し
、
或
はS

,

成
せ
ん
と
せ
る
總
濟
界
の
病
的 

狀
態
を
意
味
す
る
も
め
な
り
>
Hし
す
。
從
ウ
て
、K

r
i
s
i
s
,

 

c
r
i
s
e
,

 

c
r
i
s
i
s
ŝ

邦
譯
と
し
て
は
普
通
に
用
ひ

ら

る『

恐 

S』

ょ
り
は
寧
ろ『

痛
機』

の
方
癒
當
な
b

ビ
云
ふ
可
き 

か
。堪
純
な
る
字
義
の
點
ょ
り
之
を
偷
す
れ
ば
、『

危
機』

‘ 

は
潜S

,

的
に
觀
た
る
不
安
の
狀
態
を
意
味
し
、『

恐
慌』

 

は『

危
機』

の
誘
致
.せ
る
恐
怖
、
狠
狠
の
狀
ぽ
を
言
現
は 

ず
も
の
な
力
。
さ
れ
ど
我
®
に
於
て
は
此
兩
現
象
間
に 

殆
ん
ど
何
等
の
席
別
を
設
け
ず
、
其
の
孰
れ
を
も
恐
®
 

V
J

稱
し
づ
、

英
米
に
於
て
も
一
般
世
人
は
此
兩 

激
を
同
一
視
し
て
単
に

p
a
n
i
c

 

(

恐
傭)

V
J

呼
べ
ゎ
。
然 

れ
ど
も
學
激
は
此
旧
に
K

別
を
立
て
客
觀
的
に
®
た
る 

f
r

安
の
狀
態
を

c
r
i
s
i
s

と
稱
せ
b

。
俳
、
獨
の
學
者
に 

就
ぎ
て
云
ふ
も
亦
同
じ
。
#

人
の
研
究
せ
ん
ざ
欲
ず
る

筋
十！

號

八

し
て
、
其
徵
候
に
對
す
る
學
廣
も
見
解
も
亦
'自
ら
一
政 

せ
ざ
る
も
の
あ
b

o例
へ
ぱ
、
で
ク
タ
ジ
方
ン
氏
の
如
き 

は
恐
慌
を
廣
義
に
解
し
て
好
景
氣
が
變
じ
て
不
景
氣
に 

進
る
總
て
の
週
殺
を
名
く
る
に
恐
な
る
名
職
を
用
ひ 

普
通
一
般
に
恐
-K

V

」

鞭
せ
ら
る
、
最
氣
の
轉
換
期
に
於 

け
る
'經
1

の
病
的
狀
態
を
ぱ
急#

恐
®
 on.se a
i
g
u

ご 

と
名
け
、
恐
慎
の
根
本
的
原
®
を
ぱ
货
物
の
生
産
過
剰 

に
求
め
ん
と
せ
る
か
故
に"
破
産
を
以
て
恐
«
の
ニ
次 

特
徵
ビ
着
做
す
の
通
説
に
反
對
せb

。(

註
一)

之

反
 

し
て
、
他
の
學
者
ほ
概
ね
恐
怖
を
狭
義
に
解
し
ア
ス
ク 

リ
オ
ン
' の

所

謂

^
^
^
性

恐

憐

を

中

心

ご

し

て

研

究

を

進

む
 

る
の
S
Wな
る
が
、
其
特
徵
を
擧
ぐ
る
に
際
し
て
、
恐
慌 

を
®

々
の
名g

の
下
に
分
類
し
"
各
M

の
恐
®
に
就
き 

て
將
糊
の
事
情
を
指
摘
せ
b

。

例

へ

ば

，"

ク

ィ

ル

ト

成 

t
l

燕

慌

を

大

別

し

て

ニ
，
通
貨
恐
憐

ニ
、
資
本
恐

假
.

の
ニ
糊
マJ

得
し
、
通
货
恐
K

は
更
に
其
抑
徵
を
標
準
と

敬

十

一

愈(
rr?n 

1
1
1
)

雑

錄

恐
慌
と
刺
子
步
仓

も
の
も
亦crisis

サ
る
を
以
て
、
之
をFi

g

機』

ビ
鞭
す 

る

の

可

な

る

ど

知

る

と

雖

も

、

本

篇

に

於

て

.は

特

に

普

通
の
用
例
に
從
ひ『

恐
艦』

な
る
語
を
用
ふ
る
こ
と
、
せ

レ
。斯

ぐ
の
如
ぐ
、
恐
憐
は
經
赞
界
に
於
け
る
不
安
の
狀 

態
を
謂
ふ
に
外
な
ら
ざ
る
が
、
恐
惯
を
構
成
ず
る
不
安 

の
狀
態
ご
は
果
し
て
如
何
オ
る
特
種
の
事
情
に
依
◊
て 

精
成
せ
ら
る
\
も
の
な
.

CS

や
。
此
恐
f
f
iの
特
徵
と
し
て 

普

通

經

濟

學

者

，に
，
依

ね

て

指

摘

せ

ら

る

y
財
界
の
病
的 

狀
態
を
擧
ぐ
れ
ば
：

(
一
)

破
産
者
の
績
出
、0

1
)

企
業
家 

妹
に
金
融
業
者
の
警
戒
、.

(ニ
！； )

货
粮
.の
蔬
織
、
、.

(
g
)

銀 

行
の
取
付
"
-

(

五)

支S

停
止
、H

C
信
胡
れ
'紫
：縮
、

(

七) 

金
禾
の
暴
騰
、(

A

各S

収
引
の
激
歡
A 

九)

物
慎
の 

暴
落
等
な
る
が
、
.此
數
多
の
所
謂
特
徵
中
與
に
恐
憐
を 

構
成
す
る
現
数
と
し
て
は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
を
擧 

ぐ
可
き
か
ゥ
惟
ふ
に
、
單
に‘恐
慎
と
云
ふ
ピ
雖
も
、
其
發 

注
の
場
所
及
ひ
特
を
異
に
す
る
に
從
ひ
其
範
圓
、
稍
度 

並
に
墙
因
に
於
.：て
大
に
趣
き
を
異
に
す
可
き
は‘勿
論
'に

し
て

a 

>通
货
流
通
の
停
®

を
徘
ふ
も
の
' 

b

、
强
制
流
通
性
，を
有
ず
る
信
用
通
货
の
濫
發
の 

誘
政
せ
る
恐
憐
に
し
て
物
僧
の
激
變
を
伴
ふ 

も
の

の
ニ
®

に
分
ち
、.資
本
.恐

被

を

も

生

：産

及

び

投

®

の

病 

傭
並
に
不
動
産
の
暴
落
を
特
徵
と
す
るも
の
ビ
货
物
取 

引
の
依
止
を
特
‘徵
と
す
る
商
業
恐®

と
の
ニ
*
に
分
類 

せ
ク
。(

註
-

1

一)

即
ち
ク
ィ
グ
ト
提
は
恐K
を
結
局g

E
S

 

に
分
ち
て
、
&

其
#

徵
を
擧
げ
た
る
も
の
な
る
が
、

シ 

ユr

バ
I
氏
は
之
に
反
じ
て
恐
慌
を
左
の
三
滅
に
分
類 

せ
-
^
0 

i

}

1

、
資
本
恐
K
:
.

園
ニ 

-
貨
静
恐
憐
-

,m
、

信
用
恐
膝

資
本
恐
憐
と

，は
資
本
の
眺
乏
ょb

發
生
ず
る
も
の
な 

る
が
、
其
性
質
ぱ
緩
漫
に
し
て
且
ウ
永
織
的®

6
と
す 

货
僻
恐
惯
ビ
は
货
他
の
映
乏
に
⑧
づ
く
も
の
な
る
が
、
'
,

猶
十

m

九

f f !iii:
; t レ , 、

、广パパI
m

H

B

M

t

i

u
h
,
^
L
,
u
u
h

11

i'0
I；!
t'I!

お; 
，’r
I ' f、I

*
r
h
: 

4
,
r 

J
\
k
r
;
T
K
T
r
r

b
L
^
a
r
n
n
h
p
v
l
H
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一

五
！
 

@

雜

錄

恐

慌

と

刺

子

容

其
後
生
は
突
發
的
に
し
て
、
忽
ち
激
烈ビ
な
る
もス
其 

の
終
b

を
斤
ぐ
る
こ
と
も
後
生
と
同
じ
く
迅
速
な
り 

X

.
信
用
恐
憶
は
财
界
に
於
ける
信1§

が
地
に
K

ち
ね 

る
狀
態
を
謂
ふ
も
の
な
るが
、
此
稀
の
恐
憐
は
他
の
ニ 

0
の

恐

怖

に

伴

ひ

鼓

つ

.其

の

結

果

と

し

て

發

生

す

る

心
 

理
が
及
ひ
能
濟
的
现
象
た
る
に
過
ぎ
チ
ヒ
。

(

註H
E
)

レ
キ
シ
ス
は
又
各
其
特
徵
を
標
準
ざ
し
て
恐
能
を
左
の
：
 

如
く
名
ぐ
る
を
得
る
も
の
‘と
せ
&

◊(

註
五) 

. 

フ
生
産
恐
K
 

. 

.

ニ
、
投

機

恐

恼'

ニ r

信
用
恐
膝 

■ 

0 

即
ち
恐
條
に
し
て
或
る
方
面
に
於
け
る
生
逢
が
需
用 

に
超
過
せ
る
ょ
ヶ
發
生
す.る
も
の
な
6

と
せ
ぱ
、
之
を 

生
：廣
恐
慎
と
謂
ひ
、.又
恐
條
が
投
機
業.者
に
依
b

て
物
：
一
 

W

の
人
お
的
に
！

5
-
^

上

げ

ら

れ

た

る

の

事

實

と

.關

聯

せ

. 

る
點
ょ
6

之
を
觀
れ
ぱ
、
投
機
恐
慌
た.る
可
ぐ
、
更
に

借
入
資
金
の
返
却
.が
物
惯
下
落
の
爲
め
に
實
行
不
可
能 

V

し
な
b

た
る
よ
.

0

後
生
せ
る
軸
に
，於
て
信
用
恐®
 

ノレも

.

站
十1

號

1

ニ
0
 

,

謂
つ
’可
し
ビ
。
此
外
レ
キ
シ
ズ

は
尙
ほ
特
雜
の
；現
象
を 

极
據V

J

し
て
®

®

恐
憾
、
商
業
恐
憾
、
金
融
恐
懦
等
の 

文
字
を
用
ひ
力
.
.

C
V。

(

註
：六)

，

.

惟
ふ
に
、.
報
ぐ
の
如
く
特
徵
を
標
準
と
しy

恐
，怖
を 

分
類
す
る
と
せ
ば
、
务
糊
恐
憐
の
徵
候
は
自
ら
他
の
恐
，
 

常V
J

其
性
質
を
興
に
ず
る
は
理
の
當
然
に
し
て
、
其
身 

生
を
誘
致
せ
も
原
a

も
亦
從
ゥ
て
多
岐
多
樣
に
別
た
る 

可
き
は
嚷
ク
す
る
要
な
：か
ら
ん
。
さ
れ
ど
、
總
て
の
恐
，
 

能
共
通
の
#

徵V
J

看
做
ず
可
き
も
の
な
.き
か
、
昔
し
有 

-
=
と̂
す
れ
ぱ
、
そ
は
果
し
て
何
な
6

や
。
此g

に
就
き 

イ
I

ト
ン
氏
は
論
.じ
て
日
く
、(

註
七)

-

r

恐
憐
は
其
特
徵
に
就
さ
て
云
へ
ぱ
金
融
界
の
現
殺 

に
し
て
、
信
用
、
信
用
證
券
並
に
銀
行
の
發
遂
に 

之
を
.徵
れ
ぱ
殊
に
其
の
然
る
を
知
る
な
み
。
商 

業
並
に
邀
業
の
狀
態
が
其
の
遠
因
ヵ
る
$

し
あ
る 

可
け
れ
ど
も
、
恐
儒
は
其
發
生
當
初
の
徵
候
上
金 

融
市
場
の
现
象
に
®

せ
々
。
蓋
し
金
融
取
引
は
多 

額
の
産
業
及
び
商
業
上
の
取
引
を
實
：行
ず
る
の
資

金
を
供
給
す
る
も
の
な
れ
ぱ
な
り
。』

ご 

此\

氏
の
兄
解
は
大
體
に
於
て
肯
紫
に
當
れ
る
も
の 

な
6
.と
信
ず
。
惟
ふ
に
、
恐
®
は
根
本
旅
因
の
如
何
を 

，
間

は

ず

、

又

其

の

影

響

を

及

ぼ

す

範

圓

の

大

小

を

論

せ 

す
、
金
副
市
場
に
勃
發
す
る
病
的
狀
德
に
.し
て
、
何 

か
の
原
因
に
依
▲

行
家
及
び
其
他
の
資
金
貸
付
業
者 

並
4

を
/灯
頂
余
主
力
各
其
僮
權
に
就
き
て
不
安
の
念
を 

懷
き
、
意
速
に
其
資
與
金
又
は
K

金
を
同
收
せ
ん
ご
し 

耳
同
時
に
新
々
に
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
を
.躇
躇
卞-f 

し
ぐ
は
®

絕
す
る
ょ
◊

發
生
ず
る
現
象
に
外
な
ら
す
。

. 

然
ら
ば
、
此
現
象
を
渡
起
す
る
原
因
は
何
ぞ
や
。
又
S
 

f

」

金
利W

の
關
係
は
如
何
。
以
下
節
を
改
め
て
說
明 

せ
ん
。

• 

Albert Aftallon ; .Les crises p

没odiques de surprodu- 

cti§
, Paris 

1913, T
o
m
e

 I, pp. 

12 &

 

200..

ニ 

W
i
r
t
h : Geschichte der Handelskriss, Ate A

u
p
,

 

Frankfurt a
m

 

M
a
i
n

 

1
3
0
0, 

S. 

r,

;5;;̂ 
ミ 

H
e
r
m
a
n
n

 

Schumacher : D
ie u

r
s
a
c
h
s

 der Geldkrisis 

Dresden 1908, 

s
‘ 

ct.

稱
十
5
 

(

5

£)

雜 

'
錄

i

と
利
子
步
，合

註
四
、
同

.
上

註
五
、Wrnielm 

Lexis : i
u
l
g
l
i
n
e

 

vollcswirtschaftskhre, 

Aufl.,.Berlin I9 I3 ,..S. 201 .

註
‘：ハ
、
同
上
ニ
o
r
a
" ニ
o
-
i
c
M

註
七
、Theodore E. 

wurton : Financial 

Crises 
a
nd 

periods 

of 

Industrial 

a
n
d

 

commercial- 

Depressions, 

N
e
w

 

Y
o
r
k

 £
md Lon.doir 

I
O
I
P
.
.
P
P
,

第i
i

節

恐

慌
0

原

因
.

恐
儒
の
原
因
に
就
&
 P

學
者
の
論
す
る
所
E

々
に
し 

て
是
れ
に
關
す
る
ニ
定
の
學
說
な
る
も
の
殆
ん
ど
な 

しV」

云
ふ
を
妨
げ
ず
。
唯
恐
®

の
根
本
的
原
阁
マJ

し
て 

プ
多
數
の
梵
者
の！

政
せ
る
は
货
物
の
生
蔬V

J

消
費 

と
が
其
購
當
を
失
せ
る
の一

事
に
外
な
ら
す
。
而
か
も 

其
兩
者
間
の
不
調
和
が
如
何
な
る
派
式
を
以
て
恐
®

を 

誘
政
す
る
も
の
な
る
や
の
：問
題
に
就
さ
て
は
諧
家
の
說 

大
k

異
な
れ
ぐ
。
例
へ
ぱ
、
ァ
フ
タ
.ジ
オ
ン
氏
は
上
記 

の
不
調
和
が
物
僧
の
變
動
を
通
じ
て
恐
艦
を
酸
成
す
る 

も
の
な
り
と
の
意
見
を
懷
け
るJ

人
な
る
が
、
恐
處
に 

掘
す
タ
其
大
著
：®

#

域

は

謝

；じ
：
て

日

ぐ

®

1
>

十

號

ニ H

I
. ?h-：

.：ipfi：Ii：

,1

Y
.ド
。'̂
,

び
：：

i
-
Y
-
>
i
-

ト
、

‘r
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ĥ
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.
 

t

v
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.

,
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'
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.InhuMt.
^

:
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^
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.
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-

:

t

.

.

l

l

i

i

i

l

i

i

s

I
i! >, \i
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i
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) i

x
.
^
.
r
x
>
.
n
s
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、
い
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> 

I

I

チ
-
‘
.
、
.
，
i 

V 

(

i

あ
十一

卷

(
一

五一

六)

雜

0

恐
愤
と
利
子4̂

一
合

L
e

 
p
r
o
b
l
e
m
e

 

d
e
s

 

c
r
i
s
e
s

 

e
s
t

 

j
p
r
i
n
d
p
a
l
e
m
e
n
t

 

l
e

 

J5rot>i

ルme
 

d
e
s

 

m
o
u
v
e
m
e
n
t
s

 

p
6
r
i
o
c
3
i
a
u
e
s

 

d
e
s

 

p
r
i
x
.

即
ち
ァ
氏
は
物
價
の
變
動
を
以
て
恐
®
の
根
本
現
象 

V

し
着
做
せ
る
も
の
な
ク
。
之
に
反
し
て
、
パ
I

ト
ン
氏 

は
此
見
解
を
否
定
し
て
日
く
、〈

註
ニ)

‘T
h
e

 

g
e
n
e
r
a
l

 

e
c
o
n
o
m
i
c

 
c
o
n
d
i
t
i
o
n

 

o
f

 

a

 

n
a
t
i
o
n

 

is 

n
o
t

 

c
h
a
n
g
e
d

 

b
y

 

a

 

r
i
s
e

 

o
r 

fall 

o
f

 

p
r
i
c
e
s
)

 

b
e
c
a
u
s
e

 

p>rices 

m
e
r
e
l
y

 

m
e
a
s
u
r
e

 

t
h
e

 

v
a
l
u
e

 

of* 

Ĵ
ro
l
D
e
r
t
v
.

ひ o 

l
a
r

 

a
s

 

s
u
o
h

 

rise, o
r

 

fall. 

is. 

c
o
n
c
e
r
n
e
d
,

 

t
h
e
r
e

 

w
o
u
l
d

 

r
e
m
a
i
n

 

t
h
e

 

s
a
m
e

 

q̂
u
a
n
t
i
t
y

 

o
f

 

t
h
i
n
g
s
,

 

u
s
e
f
u
l

 

a
s

 

びef
o
r

ひ，

I
f

 

t
h
e
r
e

 

is 

l
e
s
s

 

o
f

 

n
a
t
i
o
n
a
l

 

w
e
a
l
t
h

 

it 

IS 

n
o
t

 

d
u
e

 

t
o

 

fall 

o
f pd

c
e
S
y

 

びut

 

t
o

 

w
o
m
e

 

o
t
h
e
r

 
c
a
u
s
e
,パ

I

ト
ン
氏
の
見
解
に
從
べ
ぱ
、
物
惯
は
堪
に
財
産 

評
便
の
尺
皮
た
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
其
騰
落
に
依
り
て 

國
民
經
濟
は
何
等
の
影
響
をi

ポ
る
こ
と
な
し
ビ
。
此
說 

の
採
る
に
足
ら
ざ
る
は
多
言
を
：觸
ひ
ず
し
て
明
か
な
る 

が
、
パ
氏
は
然
ら
ぱ
如
何
な
る
現
象
を
以
て
恐
怖
の
根

筋
十一

號

A

本
的
原
因
ビ
S

做
せ
る
か
。
氏
日
く(

能
三)

T
h
e

 

c
e
n
t
r
a
L
f
a
c
t

 

i
n

 

a

二 d
e
p
r
e
s
s
i
o
n
s
,

 

a
s

 

w
e
l
l

 

a
s

 

s
 t

h
o
s
e

 

c
r
i
s
e
s

 

w
h
i
c
h

 

a
r
e

 

foli o

 w
e
d

 

b
y

 

d
e
p
r
e
s
s
i

 o
n
s
)

 

is 

t
h
e

 

c
o
n
d
i
t
i
o
n

 

o
f 

c
a
p
i
t
a
l
.

 

T
h
e
s
e

 

d
i
s
t
u
r
b
a
n
c
e
s

 a
r
e

 

c
i
u
e

 

t
o

 

d
e
r
a
n
g
e
m
e
n
t
s

 i
n

 

its 

c
o
n
d
i
t
i
o
n

 

w
h
T
c
h
,

 

f
o
r

 t
h
e

 

m
o
s
t

 

p
a
r
t

ソ
 

a
s
s
u
m
e
,

 

t
h
e

 

f
o
r
m
'
,

 

o
f

 w
a
s
t
e

 

o
r

 

e
x
c
e
s
s
i
v
e

 

l
o
s
s

 

o
f 

c
a
p
i
t
a
l； 

o
r

 its 

a
b
s
o
r
p
t
i
o
n
,

 

t
o

 

a
n

 

e
x
c
e
p
t
i
o
n
a
l

 

d
e
g
r
e
e

ニn

 e
n
t
e
r
p
r
i
s
e
s

 

n
o
t

 

i
m
m
e
d
i
a
t
e
l
y

 r
e
m
u
n
e
r
a
t
i
v
e
.

 

I
n

 

s
o
m
e

 

f
o
r
m

 

o
r

 

o
t
h
e
r

 

t
h
i
w

 

w
a
s
t
e
)

 

e
x
c
e
s
s
i
v
e

 

l
o
s
s
)

 

o
r

 

a
b
s
o
r
p
t
i
o
n
;
,

 

is 

t
h
e

 

u
l
t
i
m
a
t
e

 

o
r

 

r
e
a
l

 

c
a
u
s
e
.

即
ち
バ
庆
の
說
に
據
れ
ぱ
、
恐
慎
は
E

額
の
資
本
が 

浪
費
又
は
喪
失
せ
ら
れ
た
る
か
或
ほ
不
生
産
的
事
業
に 

政
集
せ
ら
れ
た
る
が
爲
め
，に
發
生
す
る
現
象
な
力
と
す 

資
本
の
浪
毅
が
>
 

氏
の
主
張
せ
る
如
く
恐
«
の
根
本 

的
原
因
ね
る
こ
.

あ
る
可
き
は
勿
論
な
る
も
、
物
賈
の 

朦
溶
を
殆
ん
ど
何
等
.の
交
涉
な
し
と
云
ひ
得
る
か
。
企 

業

ま

か

，或

る

製

造

事

業

に

資

本

を

投

す

る

は

：利

凋

を

收 

め
んW

欲
ず
る
爲
に
外
な
ら
す
や
。
而
か
も
利
御
の
高

低
は
生
産
物
の
市
働
に
依
-
^
=て̂
お
右
せ
ら
る〜

も
の
に 

非
ざ
る
か
。
又
注
産
事
業
が
失
敗
に
終
.
^
、
夫
れ
に
投 

入
せ
る
資
金
が
浪
費
せ
ら
れ
々
る
も
の
な
b

ご
看
故
さ 

る
、
に
至
る
は
生
産
物
の
®

用
激
減
し
、
其
市
®
暴
落 

せ
し
に
某
づ
ぐ
も
の
に
非
ざ
る
や
。
蓋
し
货
物
の
價
格 

騰
貴
せ
ば
、.
生
産
業
の
利
潤
播
加
し
、
其
結
果
と
し
て 

事
業
が
*

張
せ
ら
れ
て
或
殺
度
に
達
せ
ぱ
、
生
産
週
：剩 

ビ
な
物
惯
は
次
い
で
低
落
し
、
製
造
業
者
ぱ
多
額 

の
®

先
を
蒙
'
^、
延
い
て
生
産
は
緊
縮
せ
ら
る
、
に
至
，
 

る
も
の
な
ら
ず
や
。
恐
K

は
要
す
る
に
事
業
擴
張
時
代 

ょ
り
收
縮
時
代
に
遷
る
週
渡
に
鶴
る
現
象
な
ら
ビ
す
。

‘ 

此
事
業
擴
張
時
代
即
ち
普
通
に
所I

f

好
景
氣
時
代
に
於 

け
る
物
®

と
利
潤
、
利
子
並
に
S

る

g

係
に
就
さ 

て
ァ
フ
タ
タ
オ
ン
氏
の
論
す
る
所
は
左
の
如
し
。

(

能
旧) 

I
b
l
s
q
u
e

 

p
e
n
d
a
n
t

 l
a

 p
>
r
o
s
p
e
r
i
t
6

 

l
e
s

 

p
r
i
x

 

 ̂6
I
e
v
e
n

す
 

l
e
s

 

;
p
r
o； 5
t
s

 

%
 

6
1

 

ル

v
e
n
t

 

aussi,, 

s
a
n
s

 

d
o
u
t
e

 

i
m
m
s
a
t
e
l

 

m
e
n
t
,

 

e
t

 

s) 6
1

ルve
n
t

 

e

や t
o
u
t

 

c
a
s

 

f
>
r
o
p
o
r
t
i
§
n
e
m
e
n
t

 

b
i
e
n

 

P
ius. 

^
C
Q 

l
e
s
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即
ち
、
好
悬
氣
中
物
®
.騰
貴
せ
ば
、
利
潤
ぱ
物
價
癖 

貴
率
以
上
に
塘
加
す
可
し
。
如
何
ざ
な
れ
ぱ
、
企
業
家 

が
f

に
五
分
の
利
織
を
以
て
货
物
を
服
資
せ
る
隙
に

缴
十
‘ I..

域
*

i .  
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H

I
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i
i]k
を

i
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.0

錄
.

.恐
慌
と
‘利
子
^̂
合̂

お
ル
®

が
五
分
®

贵
せ
ぱ
、
利
®
の
淋
加
は
十
割
に
相 

當
す
る
を
以
て
な
り
。
勿
論
、
金
利
並
に.賞
銀
も
亦
®
 

騰
す
れ
ど
も
、
最
彻
其
騰
貴
率
は
物
價
の
®
騰
に
及
ぱ 

ざ
る
が
故
に
、
物
®

職

貴

に

依

-
^
て

最

大

の

刺

錄

を

受
 

く
る
者
は
企
業
滚
に
外
な
ら
ず>
X
J
O
.

斯

く

の

如

く

軟

便

が

漸

脳

し

つ

/
^
あ

る

際

に

は

企

業 

利
侧
率
称
‘
々
增
加
す
る
が
故
に
、
事
業
は
愈
々
f
f
i張
せ 

ら
，れ
、
货
物
の
，生
産
額
次
第
に
膨
服
し
、
遂
に
其
需
用 

に
超
過
す
る
結
果
と
し
て
、
物
價
下
落
す
る
に
：生
り
" 

.企

業

の

利

潤

は

減

少

し

、
，
生

産

業

は

不

振

と

な

り

、
货

. 

物
の
生
廣
，级
收
縮
し
、
其
結
果
供
給
は
遂
に
需
用
を
滿
，
 

た
す
に
足
ら
ざ
る
こ
ざr

物
價
は
鼓
に
再
び
騰 

貴
す
る
の
傾
向
を
示
し
更
に
前
述
の
狀
態
を
綴
返
す
に 

至
る
も
の
な
り
と
す
。
普
通
之
を
信
用
の
循
環(

c
r
e
d
i
t

 

c
y
c
l
e
)

 

V
J

呼
べ
.る
が
、
最
無
の
循
環
と
も
辦
す
る
を
：妨 

げ
す
。
而
し
て
、
恐
K

は
前
述
の
如
く
、
好
嚴
氣
ょ
b
 

不
激
氣
に
遷
る
過
渡
期
に
發
注
す
る
も
の
な
れ
ば
、
物 

僧
'の
腺
落
が
恐
S

の
發
生
と
密
攝
の
®
係
を
有
す
る
こ

祐
十
一
號

m

V
J

 

R

就
き
て
は！ 
0
の
疑
を
挟
む
#
地
なさ
も
の
な
り 

と
す
.

。
さ
れ
ど
、
物
僧
の
職
落
ほ
换
し
て
恐

®

の
唯！

の 

原
因
なb

ふ.
：こ
ヒ
を
得
：る
や
。
物

藤

落

循

r

ぶ 

は
何
れ
の
國
、
.何
れ
の
時
代
に
て
も
發
生
す
る
現
象
な 

れ
ぱ
、
若
レ
物
便
の
暴
落
が
失
れ
自
身
に
於
て
，恐
搬
を 

惹
起
す
る
も
の
な
.0

と

せ

ぱ

、
，
恐

&

は
總
て
の
國
又
總
，
 

て
の
時
代
に
勒
發
す
可
き
害
な
る
に

>
 

-事
賞
は
然
ら
ず 

し
て
信
用
取
引
の
發
達
せ
し
近
他
に
於
て
の
み

經
驗
せ 

ら
れ
し
出
來
事
な
る
の
み
な
ら
す
、
其
著
し
さ
列
は

き
お 

用
制
度
の
比
較
的
完
俯
せ
る
現
代
の
富
國
に
於
て
の
み 

之
を
見
るi

を
，得
る
，は
如
何
な
る
原
因
.

に
基
づ
く
ゎ
。

抑
も
恐
艦
は
何
等
か
の
形
ま
に
於
て
貸
借
の
行
は
れ 

つ
>
 
あ
る
處
に
於
て
の
み
發
生
し
得
る
現
象
な
シ
マJ

す 

換

言

す

れ

ば

.、
•
貸

借

が

如

何

な

る

形

式

於

て

も

行

は
 

れ
ざ
る
處
に
於
て
は
、
假
令
物
僧
が
如
何
殺
急
激
に
變 

動
す
る
こV

J

あ

ク

て
も
、
吾
人
が
普
通
恐
懷
稱
す
る 

市
場
の
泥
亂
狀
態
は
決
し
て
發
生
す
る
こV

J

な
し
。
企 

紫
家
力
？̂
.て
自.

n
D

の
.？

を
以
て
^
^藥
を
轉
な
2
^
^
6
>
^

の
な
'
◊
と
せ
ば 
>
,假
令
E

額

の

資

本

を

：投

じ

て

事

業

を

. 

擴

張

せ

：る

曉

は

物

僧

.が

激

落

す

る

，ど

も

、

破

産

者

を

出 

すN
J

と
な
く
、
又
倒
産
の
述
命
を
’豫
想
し
て
狠
狠
す
る
. 

潘
な
か
る
可
し
。
如
何
と
な
れ
ば
、
物
賈
の
下
落
に
だ 

P

て
、
企
業
家
が
假
<
^莫
大
の
損
失
を
蒙
る
.

し

ビ
す
る
も
、
投
入
資
本
の
全
部
が
無
價
値
な
る
が
如 

き
こV

な
さ
と
同
時
に
、
.債
務
決
濟
の
爲
め
に
貯
藏
品 

を
廉
值
に
て
拾
賣
ず
る
の.必
要
な
ぎ
を
以
て
な
ク
。
列 

へ
ば
、
或
る
鐵
類
贩
賣
業
者
が
、
.
從
前
の
相
場
を
H

P
 

評
位
せ
ば
.T

萬

圓

に

相

當

す

る

，鐵

板

又

は

鐵

製

品

を
 

貯
藏
せ
る
際
f
c、
相
揚
が
俄
然
暴
落
し
て
以
前
の
半
額 

V
J

な
る
も
、'
，尙
ほ
其
商
人
は‘五
蔣
圓
の
商
品
を
有
せ6
 

と
云
.ふ
を
得
1
^し̂
\
截
し
物
偕
の
：暴
落
が..I

般
.的
現
象 

な
ふ
ぱ
、
全
國
の
經
濟
界
は
館
沈
す
る
に
至
る
可
き
は 

勿
論
な
る
も
、
恐
慑
は
起
ら
ざ
る
な..り
。

さ
れ
ど
.、
之
に
ま
し
て
、
今
日
輕
濟
組
織
の
發
達
せ 

る
國
に
；ポ
て
は
？̂
然
^
 n

l

の

資

金

を

以

て

事

業

を

，經

營 

せ
る
者
ま
頗
る
稀
に
し
て
，.、
大
小
.企
業
家
の
大
多
數
は
^

借
な
何
等
か
の
：形
或
に
於

y
r

他
人
の

資

金

を

利

用

ず

.

る
 

.
力

、

或

は

他

人

の

資

金

を

.使

用

す

る

と

同

時

に

他

こ

資

，

 

金
を
融
通
し
つ 

>

あ
り
。
赏
業
界
に
於
け

る

’資

金

の

，
觸

 

、通
は
主
ど
し
て(

ニ
普
通
資
借
、(

ニ)
债
券
の
發
行
又 

は
購
入
、(

三)

銀
行
當
座
®

金

又

は

當

座

预

金

®

®

、

(
s
o

手
形
の
授
受
又
は
制
引
、(

五)

掛
賣
買
等
の
形
式 

に
依
-

^
て
行
は
れ
、

!

種
の
信
用
綱
と
も
云
ふ
可 

織
の
中
に
始
ん
ダ」

總
て
の
實
業
家
を
包
容
せ
.

例
へ 

ぱ
は
一
萬
圓
を
銀
行
に
W

け

、

银

行

は

乙
：；！̂

同

額

の 

資

金

を®

與
.し

、

乙

は

两

の

發

.行

せ

る

額

面

一

廣

圓

の 
:

手

派

を

所

有I

"

丙
：は
丁
k

對
し
！
為
圓
の
商
品
を
掛 

賣
せ
‘し

が

-如
き
こ

あ
b

。
激
レ
經
濟
界
の
景
氣 

盛
ん
に
し
て
、
商
品
の
資
行
良
好
：̂
れ
ぱ
、
丁
は
掛
に 

て
仕
入
れ
る
商
品
を
相
當
の
代
價
，を
以
て
賣
却
ず
る 

,
に
何
等
め
困
難
を
感
ぜ
す
"
契
約
期
限
に
は
滞
り
な
ぐ 

掛
仏
金
を|

i
i

に
，支
挪
ひ
フ

两
はf

s
3

に
手
形
の
額
而
金
額 

を
支
挪
ひ
、
乙
は
之
を
以
て
報
行
に
對
す
る
其
.債
務
を 

決
濟
す
可
き
，！̂
®
も
、
資
金
融
通
め
機
關
は'何
等
.の
支

$

5
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,

障

な

く

圓

滑

に

行

は

る

、
な

り

。

然

れ

ど

：

7
P
、

f

 
k 

丁

の

服

責

：せ
.る
.商

品

；が

暴

落

せ

ぱ

>
.丁
は
W

.に

對

し

て 

掛
金
’の
全
部
を
支
挪
ふ
こ
と
を
得
す
、
W

は
從
ク
て
自 

已
の
發
.行
せ
る
手
形
を
ま
挪
ふ> J V

し
能
は
ず
、
乙
は
夫 

れ
が
爲
め
報
行
に
®

す
る
債
務
を
履
行
す
る
こV

J

を
得 

ざ
る
に
至
る
や
も
測
り
難
ぎ
な

>
0

-

0

事
若
し
兹
に
f

 

ぱ
乙
及
丙
も
丁
と
同
じ
ィ
腐
揽
に
陷
ゐ
り
、
若
し
他
ょ 

b

債
務
履
行
に
必
要
な
る
金
子
の
融
通
を
仰
ぐ
こ
ざ

を 

得
ざ
れ
ば
、
破
産
の
連
命
に
遭
®
す
る
乙
と
あ
る
可
く 

報
行
も
同
時
に
打
撃
を
蒙
ら
て
債
務
着
に
對
し
て
融
通 

資

金

の

返

濟

を

督

促

し

、
.
資

出

を

緊

縮

し

て

出

來

得

る 

限
り
支
挪
雄
備
合
：を
保
護
せ
ん
と
努
む
可
き
も
、

一
方 

S
-

並
に
他
の
預
金
キ
：は
不
安
の
念
に
：驅
ら
れ
て一

齊
に 

銀
行
に
馳
せ
付
け
各
其
®
金
を
引
出
さ
ん
と
す
る
に
至 

る
可
け
れ
ば
、
厳
行
は
錦
々
狼
®

じ
て
遂
.に
一
時
支
純 

を
停
止
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
と
な
し
ヒ
云
ふ
を
得
す
。
 

器
し
此
狀
態
即
ち
物
®

の
低
落
に
因
づ
く
債
務
®
行
の 

不
可
能
が
ニ
般
的
に
發
生
ず
る
ざ
せ
ぱ
、
支
挪
寧4

:;̂

者

部
十一

號

手W

す
る
商
人
の
称
往
を
促
が
し
、
後
つ 

で
同
地
方
に
於
け
る.货
物
の
需
用
#
加
す 

るV
J

同
時
に
、
成
功
者
が
本
國
に
歸
來
し 

の
企
業
を
起
し
或
は
豪
査
を
極
む 

る
®

め
、
此
方
面
に
於
て
も
货
物
の
賣
行 

.
:好̂
と
な
る
。
十
九
世
紀
末
斯
に
於
け
る 

採
金
術
の
進
步
も
亦
略
ぱ
同
一
の
結
果
を 

生
せ
‘り
。

.

.

.

B

、
植

地

の

開

設 

近
世
の
ま
M

に
於
け
る
米
大
陸
の
發
見
は 

歐
洲
に
於
け
る
货
物
需
用
の
膨服
を
詠
政 

せ
力
。
殊
に
英
國
に
於
て
然

-=>

と
す
。

C
/

大
發
明 

傲
船
"
，
鐵

道

、

電

信

？
：
電

話

等

の

大

發

明
 

は
先
進
詣
國
辣
に
英
米
に
於
け
る
企
業
の 

勃
興
を
促
が
し
货
物
の
雷
州
を
增
加
せ

 々

製
絲
，.並

妨

績

器

械

、
，
蒸

m
機
國
等
の
後
明 

並
に
製
織
技
術
の
改
度
も
爽
國
に
於
て
同

及
び
破
産
者
が
頻
出.し
、
鼓
.に
ネ3

憐
を
蔣
起
ず
る

，
に 

る
も
の
な
り
*

y
j

す

。

：

然
り
と
雖
も
、
恐
.懦
は
常
に
物
僧
のI

般
的
暴
き
に 

依
々
て
誘
政
す
る
★

の
な
り
と
速
斷
ず
可
か
ら
す
。
如 

何
と
な
れ
ぱ
物
®

の

r

般
的
低
落
が
却
ゥ
て
®
艦
の
結 

M

と
し
て
發
生
す
る
こV

J

あ
る
を
以
て
な
.
。
然
ら 

常
に
恐
憾
を
誘
政
す
る
近
因
は
®

しV

何

な

り

，や

。

日
， 

く
、
.信
用
の
過
.度
の
膨
服
是
れ
な
り
と
す
。
言
用
の
週 

度
の
膨
服

は

，通
例
左
の
順
序
を
經
て
發
生
す
る
を
常
と

す
0

或
る
日
用
品
、
装
飾
品
又
は
他
の
特
视
の
货
物 

(

例
へ
ぱ
霜
品

)

の
®

用

が

或

る

原

因

の

爲

め 

に
墙
加
す
。

其
原
®

の
數
例
を
擧
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

A
 

’
金
鎭
の
發
愿

商
阿
、
漆
洲
、
カ
リ
フ
オ
ル 

'
-一
ア
、
ク
ロ 

ン

ダ

ィ

キ

等

に

，於

け

る

金

鎭

の

發

見

は

间 

地
方
に
‘多

：數

のW
臉
激
及
び
宵
臉
者
を
相

1

の
絡
果
を
齋
し
た
- 

D

、
戰

爭

，

ナ
ポ
レ
.
オ
ン
戰
爭
は
英
國
に
於
て
、
日
露 

，戰
爭
は3

.

本
に
於
て
"

今
次
戰
爭
は
獨
" 

英
、
米
、
0

の
撒
W

に
於
て
跳
に
著
し
く 

取
！
？

品

需

用

の

職

服

を

來

し

た

ム

"

此

外 

外
國
の戦

®
-

の
爲
め
輸
入
品
の
杜
絕
せ
し 

爲
め
に
内
H

に

於

て

其

代

用

品

の

製

造

：を 

促

が

し

ね

る

1

ニ

の

例

V

し
て
は
ナ
ポ
レ 

オ
ン
戰
爭
中
の
米
國
並
に
今
次
大
戰
m

勃 

發
後
の
P
M本
を
擧
ぐ
る
を
得
ん
か
。

ニ
"
右
の
如
く
需
用
の
播
加
せ
し
貨
物
の
市
價
著
し 

,

く
騰
貴
す
。

三
、
次
に
此
货
物
の
原
料
品
も
膽
貴
す
。
さ
れ
ど
、
 

旣
製
造
の
如
く
騰
貴
せ
す
。
故
に
其
等
®
物
の 

製
造
業
の
利
潤
率
增
加
す
。

四
、
' 

其
®

造
業
の
刺
鯽
增
加
せ
る
，が
爲
め
、
事
業
が 

自
己
資
本
の
許
す
範
圓S

に
於
て
®
張
せ
ら
る
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恐
慌
と
利
子
ル
命

稱
十！

號
：

1

二
八

五
、
此
搬
張
の
結
果
と
じ
て
、
其
事
業
に
使
役
せ
ら 

.

る
、
事
激
員
、
職
工
等
の
®

飯
騰
貴
す
。
さ
れ

ど"
其
騰
貴
率
は
製
造
，品
の
騰
貴
率
に
及
ば
ざ 

る
が
救
；

利
潤
率
：ほ
；尙
高
し
。

六

、

此

製

造

品

，の

®

ガ
.が

織

々

播

加

し

、

其
.市

價

愈 

.

々
K

貴
せ
ば
、
借
入
資
金
を
利
用
し
て
事
業
の

.

大

搬

張

を

行

ふ

者

を

頻

出

し

、

資
金
^
め
需
用
一 

般
に
增
加
す
。
，

/

七
、
資
金
の
需
佣
膨
膝
せ
ぱ
、
金
利
騰
貴
す
。
而
か 

も
其
膽
貴
は
利
潤
®

の
潜
加
に
及
ば
す
O

S

 

も
更
に
昂
騰
す
れ
ど
も
、
倚
ほ
利
潤
率
の
增
加 

の
如
く
®

だ
し
か
ら
す
。

八
、
鼓
に
於
て
、
盤
々
此
種
の
製
造
業
盛
ん
マ
し
激
り 

原
料
、
器
械
及
び
其
他
の
货
物
の
需
用
膨
服
す 

又
"

金
業
家
"
被
履
人
の
收
入
播
加
す
る
が
お 

め
に
、
日
用
品
並
に
奢
侈
品
及
び
其
他
ニ
般
貨 

物
の
需
用
も
墙
大
じ
、
此
等Q

商

品

の

.ホ

慣

も 

漸
次
赋
贵
し
、
其
製
造
築
も
擴
張
せ
ら
れ
、
資

金
の
霜
用
愈
々
膨
膜
す
。

九
、
其
條
波
は
述
输
、
她
樂
及
び
其
他！

般
の
企
業 

に
.及
び
"

始
んV」

總

て

の

營

利

事

業

の

利

®

は 

’

糟
大
し
、
資
金
め
需
用
も
！
般
的
に
播
進
し
、

I

銀
行
及
び
S

金
業
索
は
資
力
の
及
ぶ
限
出 

•

を
行
ひ
、
個
人
間
に
於
て
も
1^̂
形
が
頻
繁
に
授 

受
.さ
れ
、
掛
資
賀
高
も
E

額
に
上
ら
、.

信
川
.は 

極
度M

膨
服
す
。，

此
最
後
の
狀
熊
は
恰
か
も
譲
識
の
仰
張
力
の
極
度
迄 

膨
服
せ
る
風
船
玉
が
ニ
指
端
の
接
觸
又
は
一
針
端
の
爽 

ス
に
依
り
て
脆
く
も
破
裂
せ
んV

し
せ
る
に
比
す
可
く
、
 

其
緊
張
せ
る
信
用
網
のj

端

に

何

等

か

の

！
；
迫

が

加

へ 

ら
れ
或
は
何
等
か
の
故
障
が
生
じ
な
ぱ
、
其
組
織
の
全 

剖
は
俄
然
崩
無
し
て
、
收
拾
す
る
能
ほ
ざ
る
の
泥
亂
狀 

態
に
陷
ゐ
る
可
し
。
例
へ
ば
、
假
り
に
！
 

«
造
業
紫
が 

自
己
の
所
有
に
係
る
十
蔣
圓
の
資
金
を
土
暮
と
し
て
V
 

業
を
經
營
せ
し
が
、
，.經

濟

界

：の

好

最

氣

に

刺

戦

せ

ら

れ 

て

、
事

業

を

擴

張

し

原

料

，又

は

撒

械

を

購

入

ず

る

游

め

に
' 他
ょ
.り
合
W

五
十
翁
圆
に
上
る
資
金
め
觸
斯
的
融 

を
受
け
®

遊
業
を
繼
績
せ
る
際
に
、
何
等
か
の
振
■
に 

恢
レ
て
決
濟
则
眼
の
到
着
せ
じ
债
務
を
履
行
ず
る
ど
と
. 

微
m

ざ
る
の
取
情
發
住
せ
か
か
"
.級
‘に
紫
服
せ
る
信
用 

.鯽

の

.
1

目
が
切
斷
せ
ら
れ
、
全
組
織
冗
解
め
.端
を
聞
く 

に
至
る
や
も
如
る
可
か
ら
す
。
其
製
造
業
激
が
債
務
を 

決
濟
す
る
乙

V
J

能
は
ざ>

0

に
至
る
M

域
はg

々
あ
る
可
，
 

れ
ン
を
ト

、

其

の

ま

な

る

も

の

假

り

に

.列

擧

す

る

と

せ 

ぱ
ぶ
の
'如

じ
。
：
-

, 

バ

V

‘1
、
'

製
造
品
の
市
®

俄
然
暴
落
し
.、
收
支
®

は
t

 

例
へ
ば
、

' 借
入
資
金
五
十
蔣
圓
ど
以
て
の 

代
金
並
に
職H

の

货

膨

に

充

て

サ

，ハ
當
時
の
，市

慎 

て
五
十
五
萬
圓
ル
货
物
か1

月

內

に

製 

.
造
す
ろ
の
許
盡
を
立
て
辣
♦

ビ
しV

其
遂i|

：

に 

努
力
せ
し
；

ゴ
ヶ
月
後
に
德
然
其
ホ
懷
が
：

S
.

 

跡
方
®

落
せ
‘り
と
せ
ん
か
、
賣
揚
は
.；僅
.か
に
S
 

+

H

蔣
圓
に
過
ぎ
.

V
D
.

る
，ど
®

一て、
假
自
已
ゆ 

.

所

ポ

に

係

る

旅

僧

十

す

！
：
拙

の

®
'械

工

場'等
を
いM
 

镇

十
5

 

2
 

徘

^

恐
慌
と
利
す
步
仓

‘

. 

'却

す
'る

も

、.债

務

を

完

ず

る
.
こ

と

を

得

す

、 

.
'遂：

に
.

廣

せ

ざ.ぷ
ど
得
ざ
一
る
や
も

W

ら
れ
す
。

.

.

,市
僧
の
暴
露
は(

1
.)

撃

中
な
ら
ば
、
戰
#
.
の 

終
局
或
ぱ
其
の
豫
.想
.、(

ニ)

荷
力
な
る
雜
爭
卷 

現
，は
れ
> 

供
給
が
激
標
し
た
る
爲
め
に
、
0

5
 

需
用
め
激
職
、(

吗)

輸
入
税
の
®

撥
又
は
i

 

.

〈

五)

輸
出
め
禁
止
，、：
或
は
.

(

六
®

高
®
格
の
制 

述
等
.に
依
‘

い'て
.講
致
せ
ら
る
、
こ-

V
J

あ

と

す
 

.
1

1

!

>
火
災
又
ぱ
地
異
无
變
ゆ
游
み
±

場
、
倉
庫
、
器

.

械
"

原
料
、
爽
品
等
を
喪
朱
す
る
か
成
は
大
惯

i
リ
マ
‘
智

ど

ま
Q 

'

.
‘
三

、

主

人

教

じ

ぐ

：
は

德

獨

入

が

，
借

入

資

金

を

流

用

し
 

.

.
ニ
て
播
機
ぶ
試
み
先
損
失
を
招
ぐ0 

.

:

赋(

.生
人
.が
#

驚

以

外

：の

旧

途

；に

資

金

ぉ

^

®

^

。

^

,

别
記
ぜ
ネ
四
侧
又
ぱ
*
^
^
<
:
れ
と
類
似
©
事
情
發
生 

し
、
.其
僮
務
.を
1
^
^
&ホ
：る
^

>
と

を

得

ざ

る

^
^
^
、

直

ぶ
 

に
製
造
家
が
採
ら
得
る
宇
段
ほ
傻
權
者
に
.對
し
て支

#
:

 

の
延
勘
を
嘆
願
し
、
ボ
し
容
れ
ら
れ
す
ん
ぱ
、
銀
行
？

K

ニ
！九

\ r '

!ぁ:
< .* 

1

i

お
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は
其
他
の
金
融
粟
者
に
資
金
の
融
通
を
仰
ぐ
に
#
す
る 

も

既
に
信
用
が
極
庚
に
膨
服
し
、
资
金
の
供
給
が
典 

傲
用
を
滿
た
す
に
底
ら
於
、
從
ウ
て
金
利
の
暴
騰
せ
る 

場
合
な
る
を
以
て
、
何
人
も
其
請
求
應
ず
る
にl

i

齊 

す
可
く
、
殊
に
其
製
造
家
の
ま
拂
能
力
が
疑
間
の
服
を 

以
て
爐
視
さ
れ
つ 

>

ぁ
る
際
な
れ
ば
、
假
令
金
融
市
場 

に
於
け
る
最
高
利
子
涉
合
を
以
て
す
る
も
、
尙
ほ
彼
に
，
 

對
し
て
資
金
の
融
通
に
應
ボ
る
者
な
か
ら
ん
。
事
若
し 

鼓
に
至
ら
ぱ
"
其
製
造
家
は
遂
に
破
産
の
宣
吿
を
甘
受 

す
る
じ
同
時
に
、
其
債
權
者
ホ
に
も
倒
産
き
を
出
し
" 

與
餘
波
'は
更
に
其
倒
産
者
の
僮
權
者
に
累
を
及
ぼ
し
、
：
 

此
信
用
系
統
に
®

す
る
®
者
を
悉
く
將
棋
侧
に
せ
す
ん 

ぱ
北
ま
ざ
る
に
至
る
も
の
な
ぐ
ど
す
。
過
度
に
利
用
せ 

ら
れ
た
る
信
用
組
織
は
"
欧
米
の
惯
用
語
を
借
り
て
言 

'..へ
ば
ハ,數
枚
の
ガ
I

ド
を
以
.て
造
り
た
る
家
屋
の
如
く 

に
し
て
、其
中
の一

枚
を
取
除
か
ぱ
、
其
構
造
は
f
f
i然 

侧
壊
す
る
に
至
る
も
の
に
し
て
、
要

す

る

債

權

者 

勝L
T

金
嫌
業
者
旧
に
於
け
る
避
度
0

警
戒
は
却
ウ
て
自.

て
S

金
を
調
達
す
る
を
常
ざ
す
る
商
事
會
社
問
に
K

產 

比
較
的
に
少
さ
は
是
れ
が
爲
め
な
-
0
^
>

」

す
。
之
に
反
し 

て
、货
物
の
照
屋
業
潜
、
投
機
業
者
等
の
如
ぐ
敷
ヶ
月
の 

卸
®

に
て
手
派
を
發
行
す
る
か
、
或
は
コ
I

ル
貨
貴
の 

形
式
を
以
て
多
額
の
資
金
の
供
給
を
仰
げ
る
者
の
ホ
に 

は
奮
债
務
の
決
濟
に
對
し
て
は
更
に
新
借
；入
金
を
ル
て
. 

充
ウ
る
の
胸
算
を
持
せ
る
者
少
か
ら
ざ
る
が
、
金
融
緩 

慢
な
ら
ぱ
勿
論
何
等
の
支
障
な
く
し
て
借
替
に
依
り
て 

债
称
の
®

行
を
果
し
得
る
も
、
，前
述
の
加
ぐ
金
融
の
必 

迫
せ
る
際
に
は
借
截
の
實
行
不
可
能
マ」

な
り
、
遂
化
i
 

用
綱
破
壊
の
先
腦
者
，、し
爲
る
に
ま
る
。
蛛
に
投
機
商
は 

I 

&
 

の
ま
余
一
を
以
て
十
倍
に
も
相
當
す
る
互
額
.の
取 

弓
契
約
を
輔
絡
す
る
の
，常
な
る
が
を
に
、

一
朝
其
，
^
'

だ
物
又
は
券
の
市
價
が
ー
割
以
上
も
低
落
せ
ん
か
、

' 

忽
ち
差
金
の
全
剤
を
喪
失
す
る
る
も
の>5::̂

る
が
、

M

庭

金

の

一

，ぐ

、

な

往

★

に

し

て

大

部

分

が

借

入

金
 

な
.る
を
以
.て 

> 
此
階
親
に
，處
す
る
商
人
に
は
平
時
と 

雖
も
破
産
者
絕
ゆ
を
乙.
を̂
き
の
み
ね
&
すr

义
敬
S

鎮
十
5

 

(

i

l

5

雑

0

恐
脆
と
別
す
ル
合

家
破
減
.の
誘
：

S

と
な
る
こ
と
あ
る
な
り
◊

恐
惯
ほ
其
據
因
の
何
た
る
を
論
を
ず
、.

れ
を
：

g

後 

に
實
现
せ
し
む
か
禱
火
線
は
上
述
の
如
し
信
用
鹏
のJ 

端
生
ず
る
破
線
に
外
な
ら
ざ
る
が
、
此
破
線
：は
自
已 

資
本
に
比
し
て
多
額
の
.債

務

.お

へ

る

會

能

又

は

個

人
 

に
於
て
發
生
し
為
さ
現
象
な
る
は
兹
に
嚷
々
す
る
の
要 

な
か
ら
ん
。
假
令
、
多
額
の
債
務
を
有
す
る
も
、
之
に 

比
し
て
E

額
の
自
己
資
金
を
擁
す
る
日
本
銀
行
、

金 

銀
行
鶴
の
特
糧
银
行
は
云
ふ
に
及
ば
す
、
三4

T

三
菱 

十
五
銀
行
或
は
，日
本
郵
船
、
三
弁
物
産
、
久
原
織
業
等 

の
大
會
社
の
如
き
は
如
何
な
る
.經
濟
海
の
怒
癖
に
造
®
 

す
る
も
何
等
の
動
搖
を
受
け
ざ
る
こ

€
湖
水
浮
ぺ
た 

る
互
船
の
如
く
な
ら
ん
。
又
、
債
務
を
有
す
る
者
’の
間 

に
f
f
i
bて
も
破
産
着
し
く
は
支
挑
停
止
の
速
命
に
陷
ゐ 

る
^
@臉
ぁ
.る
は
長
期
：の
債
務
ょ
5

.
は

短

期

の

债

務

を

资 

へ
る
者
に
多
し
。
蓋
し
長
期
の
債
称
を
有
す
る
者
は
豫 

じ
め
满
斯
©
債
務
に
對
し
て
決
濟
の
準
傭
を
整
ふ
る
の 

時
間
を
有
ず
る
を
以
て
な-C

S

。
，
長

勘

の

廣

券

を

發
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独
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